
令和5年11月30日現在

【行事等】

１．実施済み及び実施中

イベント名
実施時期

(開始日)
実施時期

(終了日) 実施場所 概要

こども霞が関見学デー 令和5年8月2日 令和5年8月3日 総務省1階・地下

こども霞が関見学デーで、地震や地震火災への対策の解説資料及び東京消防庁
が保有する過去の地震被害の写真を展示するとともに、公益財団法人　東京防
災救急協会作成の関東大震災関係の動画を放映した。

防火防災キャンペーン 令和5年9月1日 令和5年9月21日 全国の消防本部各地域

毎年、9月の老人の日・敬老の日の時期に防火防災キャンペーンを実施し、高
齢者やその家族に対して火災予防の注意喚起を行っている。この機会に合せて
関東大震災100周年であることを踏まえ、地震火災対策についても、普及・啓
発を実施。

ぼうさいこくたい2023 令和5年9月17日 令和5年9月18日 横浜国立大学

防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）2023において公益財団法人　日本消防
協会が主催したシンポジウム「横浜の関東大震災体験、そして今後の災害対
応」に協力団体として参加した。パネリストとして消防庁国民保護・防災部長
が参加し、関東大震災の被害や復興に伴うまちづくり、地域防災力の向上など
の今後の大災害への備え等について議論した。

令和5年秋季全国火災予防運動 令和5年11月9日 令和5年11月15日 全国の消防本部各地域

毎年、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、実施している火災予防運動

の際に、関東大震災から100年であることも含め、地震火災対策について、普

及・啓発を実施。テレビアニメ「め組の大吾　救国のオレンジ」の声優とタイ

アップしたポスターに関東大震災100年のロゴを入れて周知した。

全国消防技術者会議の特別講演 令和5年11月16日 令和5年11月17日
三鷹市公会堂（光のホー
ル）

全国の消防の技術者が消防防災の科学技術に関する調査研究、技術開発等の成
果を発表するとともに、他の発表者や聴講者と討論を行う場として開催してい
る全国消防技術者会議において、「関東大震災でなぜ東京は最大の被害を出し
たのか？－大火災の原因とその後」と題した特別講演が名古屋大学減災連携研
究センターの武村雅之特任教授により行われた。

緊急消防援助隊地域ブロック合同訓練 令和5年10月28日 令和5年11月26日

令和5年度開催地（全国6箇
所実施。岩手県,山梨県,石
川県,和歌山県,岡山県,福岡
県）

緊急消防援助隊の技術及び連携活動能力の向上を図るため、大規模な地震等に
より、建物倒壊、土砂災害、火災、交通事故等が多発的に発生したことを想定
した救助救出訓練を全国6か所で実施する。※10/28～11/26のうち、各箇所2日
間実施

防災とボランティアのつどい 令和5年1月22日 ―
全社協・瀬尾ホール（オン
ライン配信あり）

関東大震災発生時の救護活動を学び、現代に通じる被災者支援の課題や

現在の災害ボランティア活動の広がりについて考える。

国際復興フォーラム2023 令和5年1月27日 ―
神戸国際会議場3階　国際会
議室301（ハイブリッド開
催）

「より良い復興（Build Back Better)と長期的な復興の成果：強靭で持続可能
な未来への目標」をテーマに、100年前の関東大震災の教訓をはじめ、世界各
地の大規模災害からの長期的な復興経験の教訓や、より良い長期的な復興成果
を得るための優良事例等について、世界各国の防災関係者との議論を通じて世
界へ発信。

行政機関名

内閣府（防災担当）

関東大震災100年関連行事等調べ（報告）

（国の行政機関）

総務省（消防庁）
※各地域ブロック合同訓練
実行委員会

総務省（消防庁）

https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/yobou_contents/info/130726news.pdf
https://bosai-kokutai.jp/2023/s-06/
https://a.msip.securewg.jp/docview/viewer/docN5706349154464e14338dc3d7dd9cfc749293443e6ef36f389d413be0c7a5ab6abad266a4d254
https://nrifd.fdma.go.jp/public_info/gijutsusha_kaigi/gijutsusha_kaigi_71th/index.html


「防災×テクノロジー官民連携プラットフォー
ム」（防テクPF）第6回マッチングセミナー

令和5年2月10日
令和5年6月1日

―
仙台市内（ハイブリッド開催）
高知市内（ハイブリッド開催）

災害対応を行う地方公共団体等のニーズと民間企業等が持つ先進技術のマッチ
ングや効果的な活用事例の横展開等を行う場である「防災×テクノロジー官民
連携プラットフォーム」（防テクPF）を設置し、常設するウェブサイトを運営
するとともに、地方公共団体等と民間企業等が交流する場となるセミナーを開
催。

アジア防災世界会議2022 令和5年3月10日 令和5年3月12日
仙台市内（ハイブリッド開
催）

ADRCは、2023年3月10日から12日にかけて 、2022年度のアジア防災会議

（ACDR2022）「WHAT IS NEXT? -過去に学び、未来に備える-」を、仙台市で開

催（3月10日の会合はメンバー国およびアドバイザー国対象。主要会議は3月11

日から開催）。本会議では、関東大震災に関するスペシャルセッションのほ

か、「大規模災害とその対策」、「仙台防災枠組の取組みにおけるデータ連携

の拡大― GLIDE (GLobal IDEntifier Number)の利用促進」、「衛星を活用し

た防災・危機管理情報の提供」といったセッションを実施。

第8回防災推進国民大会（ぼうさいこくたい
2023）

令和5年9月17日 令和5年9月18日 横浜国立大学

関東大震災の震源地でもあった神奈川県（会場：横浜国立大学）にて開催し、

大会を通じて大震災の記憶の継承・防災意識の啓発を実施。

令和5年度「津波防災の日」スペシャルイベント 令和5年11月5日 ― オンライン配信

令和5年11月5日（日）の「津波防災の日」「世界津波の日」に、「関東大震災
から100年、これまでの災害経験を踏まえた津波の備え」をテーマとして、令
和5年度「津波防災の日」スペシャルイベントを開催。

日本地震学会2023横浜 令和5年11月3日 ―
はまぎんホール ヴィアマー
レ

日本地震学会及び日本地震工学会主催の当該イベントにおいて、パネルディス
カッションのコーディネーターを務め、「切迫する首都直下地震にどう備える

かー産学官の取り組みー」について議論。

特集　関東大震災と東京国立博物館 令和5年7月11日 令和5年9月3日 東京国立博物館本館特別2室

関東大震災当時の様子を伝え残す歴史資料や、実際に被災した収蔵品などを通

して、東京帝室博物館における被害の実態を振り返る。

講演会「大災害時代の文化財防災　過去・現
在・未来－関東大震災100年」

令和5年8月20日 ―
東京国立博物館・平成館大
講堂

災害大国日本において歴史と文化は守れるのか？ 本講演会では関東大震災か
ら100年を迎えるにあたり、災害復興の過去を振り返り、今後の文化財防災を

展望。定員350名（参加費無料・事前登録制）

関東大震災から100年～非常食の歴史と進化～ 令和5年7月31日 令和5年8月10日
農林水産省北別館1階「消費
者の部屋」

災害への備えを考えるきっかけとなるよう、関東大震災における食料事情の振
り返り、軍用食にはじまり現在は宇宙食にまで進化を遂げた非常食の歴史と進
化を紹介。また、食品の家庭備蓄に無理なく取り組むためのガイドや備蓄にお
すすめの長期保存可能な食品を展示し、災害時の即席めん活用術アレンジレシ
ピの紹介等を実施。

こども霞が関見学デーワークショップ　関東大
震災100年関連イベント　～非常食をおいしくア
レンジ～

令和5年8月2日 ― 農林水産省本館7階講堂

災害時の非常食について、工夫しておいしく食べることを通じて日頃から備え
る大切さを学ぶ。
・トマトスープでアルファ化米のリゾットをつくろう！
・栄養満点　アレンジレシピカップめんをつくろう！

関東大震災ゆかりの地を巡るツアー 令和5年7月22日 令和5年7月23日
都立横網町公園、神田明
神、東京大学地震研究所等
の都内各所

関東大震災ゆかりの地をめぐり、被害状況、災害から得られた教訓、現在の東
京をつくりあげた復興の軌跡から、逼迫する首都直下地震等の巨大地震に備え

について皆様とともに考えるツアーを開催。

関東大震災特別企画展 令和5年8月26日 令和5年8月28日 国営東京臨海広域防災公園

国営東京臨海広域防災公園にて関東大震災の被害状況や、復旧、復興の歴史、
防災に関する新たな技術の展示などを通じ、巨大地震に対するさらなる備えに

ついて今一度考えてもらうための特別企画展を実施。

文部科学省
※国立研究開発法人海洋研究開発機
構

文部科学省
※東京国立博物館

内閣府（防災担当）

農林水産省

文部科学省
※独立行政法人国立文化財機構

内閣府（防災担当）

国土交通省

https://www.bosaitech-pf.go.jp/
https://www.bosaitech-pf.go.jp/
https://bosai-kokutai.jp/2023/
https://bosai-kokutai.jp/2023/
https://tsunamibousai.jp/report/11/index.html
https://www.zisin.jp/event/openseminar2023.html
https://www.tnm.jp/
https://ch-drm.nich.go.jp/facility/2023/06/100.html
https://ch-drm.nich.go.jp/facility/2023/06/100.html
https://www.maff.go.jp/j/syouan/heya/2308kantodaisinnsai100.html
https://www.maff.go.jp/j/kids/kodomo_kasumi/2023/content/workshop.html
https://www.maff.go.jp/j/kids/kodomo_kasumi/2023/content/workshop.html
https://www.maff.go.jp/j/kids/kodomo_kasumi/2023/content/workshop.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html


関東大震災100年シンポジウム～関東大震災から
学ぶ今後の都市・インフラ整備～

令和5年8月28日 ―
東京ビッグサイト国際会議
場

関東大震災で何が起こったのかを振り返るとともに、逼迫する首都直下地震等

の巨大地震に対して、行政、民間企業、市民等が連携した今後のまちづくりや

インフラ整備をいかにしていくべきかを考えるシンポジウムを開催。

土木の日2023一般公開 令和5年11月18日 ―

・国土交通省国土技術政策
総合研究所
・国立研究開発法人土木研
究所

漢数字の「十一」と「十八」を組み合わせると「土木」。今年も「土木の日」
関連行事として、研究施設等の一般公開を国立研究開発法人土木研究所と共催
し、一般公開では、各研究分野の地震対策に関する取組等をご紹介。

国土地理院報告会 令和5年6月1日 ― 日経ホール（東京:大手町）

関東大震災100年となる令和５年度は「関東大震災100年－国土地理院の防災・
災害対応と最新の取組－」をメインテーマに、国土地理院からの取組報告のほ

か、外部講師による特別講演を実施。

くらしと測量・地図展 令和5年6月7日 令和5年6月9日
新宿駅西口広場イベント
コーナー

毎年「測量の日」関連イベントとして実施している【くらしと測量・地図展】
において、関東大震災100年となる令和5年度は、関東大震災に関するパネルを

展示。

企画展 「関東大震災から100年」-地図に残る地
殻変動と被災状況-

令和5年7月19日 令和5年10月1日 地図と測量の科学館

震災応急測図原図、関東震災地垂直変動図など、関東大震災による地殻変動や

被災状況を記した地図を展示。

第240回地震予知連絡会 令和5年8月31日 ― 関東地方測量部

重点検討課題として「関東地震」に関連した議論を実施。

関東大震災100年の取り組み 令和5年1月16日 令和5年9月30日
茨城県、栃木県、群馬県、
千葉県、埼玉県、東京都、
神奈川県、山梨県、長野県

首都直下地震に切迫性が指摘されるなか、関東大震災100年にあたり、「連
携・実践・わがこと化」の取り組み（シンポジウム、パネル展など）を各地域

で実施。

令和5年度首都直下地震防災訓練 令和5年8月3日 ―
東扇島地区基幹的広域防災
拠点(川崎市川崎区東扇島東
公園)

・活動要員及び作業員参集：ヘリコプター・業務艇による要員参集
・帰宅困難者輸送：船舶による帰宅困難者の輸送
・緊急確保航路啓開：漂流物の回収・撤去、海底障害物探査など
・緊急支援物資海上輸送：船舶による緊急支援物資の海上輸送

令和5年度首都直下地震防災訓練（道路啓開訓
練）

令和5年8月3日 ―
東京臨海広域防災公園(有明
の丘基幹的広域防災拠点施
設)

関東大震災100年の取組として、首都直下地震対応訓練（道路啓開訓練）を実
施。首都直下地震に備え、道路啓開計画の八方向作戦の実効性を高めるため、
新技術･多様な手段により被災状況や交通状況を迅速かつ確実に把握･共有する
とともに、関係機関と連携し、道路啓開作業を行う実動訓練。

船でめぐる港の関東大震災 令和5年11月18日 ― 神奈川県

関東大震災ゆかりの地をめぐり、被害状況、災害から得られた教訓、現在の神
奈川をつくりあげた復興の軌跡から、逼迫する首都直下地震等の巨大地震に備

えについて皆様とともに考えるツアーを開催。

令和５年度都市防災推進協議会研修会
～関東大震災100年記念～

令和5年11月21日 令和5年11月22日
岐阜市役所他 (オンライン
配信あり)

都市防災推進協議会会員向けに、1日目講演会、2日目現地見学を実施。（今回

のみ、1日目の講演会に、非会員の地方公共団体もオンラインにて参加可能）

～関東大震災から100年～　知って備えよう　過
去の大災害から学ぶ

令和5年7月7日 令和5年11月30日
気象庁本庁2階
気象科学館

今年は関東大震災から100年。過去の大災害から学び、改めて地震・津波への
備えを再確認いただくためのポスター展。小学生のお子さんでも一人で読める

ような分かりやすい内容となっている。

国土交通省
※都市防災推進協議会

国土交通省
※関東地方整備局

国土交通省
※関東地方整備局

国土交通省
※国土技術政策総合研究所

気象庁

国土交通省

国土交通省
※国土地理院

国土交通省
※国土地理院

https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html
https://www.nilim.go.jp/lab/bbg/event/index.html
https://www.gsi.go.jp/REPORT/HAPPYOU/2023/main52.html
https://www.gsi.go.jp/common/000249735.pdf
https://www.gsi.go.jp/kohokocho/kohokocho45114.html
https://www.gsi.go.jp/kohokocho/kohokocho45114.html
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/
https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html
https://www.kanaloco.jp/pr/shinsai_cruise2311
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/event.html
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/event.html


親と子の地震実験教室
（地震調査研究推進本部と連携実施）

令和5年8月24日 ― 横浜地方気象台

小学生以上を対象に、お菓子等を使った実験を通じて地震による揺れや耐震等

を楽しく学ぶ実験教室を開催。

「関東大震災から100年」特別展示 令和5年9月1日 未定 横浜地方気象台

関東大震災から100年に関する観測記録や被害写真等の特別展示「あの日を忘

れずにその日に備える」及び防災専門図書館と連携した展示を公開。

２．今後の予定

イベント名
実施時期

(開始日)
実施時期

(終了日) 実施場所 概要

「防災×テクノロジー官民連携プラットフォー
ム」（防テクPF）第8回マッチングセミナー

令和5年12月1日 ― 静岡市内（ハイブリッド開催）

災害対応を行う地方公共団体等のニーズと民間企業等が持つ先進技術のマッチ

ングや効果的な活用事例の横展開等を行う場である「防災×テクノロジー官民

連携プラットフォーム」（防テクPF）を設置し、常設するウェブサイトを運営

するとともに、地方公共団体等と民間企業等が交流する場となるセミナーを開

催。

令和５年度復旧・復興まちづくりサポーター連
絡会議－関東大震災から１００年　大規模災害
に備えるための復興まちづくりイメージトレー
ニング－

令和6年1月17日 令和6年1月17日 三田共用会議所

地方公共団体の復興事前準備の取組みの推進を図るため、「復興まちづくりイ
メージトレーニング」の必要性についての講演及び、実施方法を学ぶためのグ
ループワークを実施する。

令和5年度国総研講演会 令和5年12月14日 ―
東京証券会館（オンライン
配信）

近年激甚化・頻発化している地震災害への対策について、国総研が取り組んで

いる最新の研究を紹介する。

以上

国土交通省
※国土技術政策総合研究所

行政機関名

内閣府（防災担当）

国土交通省

気象庁

https://www.jishin.go.jp/resource/seminar/230824yokohama
https://www.jishin.go.jp/resource/seminar/230824yokohama
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/event.html
https://www.bosaitech-pf.go.jp/
https://www.bosaitech-pf.go.jp/
https://www.nilim.go.jp/lab/bbg/koen2023.html


令和5年11月30日現在

【広報誌等】

１．実施済み及び実施中

掲載する広報誌・ホームページ名 掲載時期 概要

「関東大震災100年」特設ページ 令和5年7月5日～

関東大震災の概要をはじめ、地震発生時に取るべき行動についての啓発資料、
地震火災対策の啓発資料、自主防災組織や消防団等の防災に関する組織に関す
る情報、火災旋風の実験映像等を掲載。

広報誌「消防の動き」629号 令和5年9月1日
関東大震災100年に関する消防庁の取組等を掲載。

消防大学校の機関誌「消防研修」第113号 令和5年9月
関東大震災100年をテーマに有識者による地震対策等に関する寄稿、国や地方公
共団体の取組等を掲載。

「関東大震災100年」特設ページ 令和5年1月20日～

関東大震災の関連資料や報告書等を掲載するとともに、行政機関や各種団体等
による関東大震災100年関連行事の予定等を集約・発信する。また、関連する行
事等において広く使用いただけるよう、関東大震災100年の共通ロゴマークも設
定し掲載。

広報誌「ぼうさい」第106号 令和5年3月17日

2023（令和５）年、広報誌「ぼうさい」第106号～第108号の特集記事では、100
年前に発生した関東大震災に関して、様々な角度からスポットを当てて、「あ
の時その場所で何が起きていたか」を振り返る。
「東京の大火災」の印象が強い関東大震災であるが、揺れによる倒壊、液状
化、津波、土砂災害など、様々な被害を広範囲にわたって記録しており、第106
号ではこうした「火災以外の被害」にスポットを当て、関東大震災を振り返
る。

広報誌「ぼうさい」第107号 令和5年7月7日

約10万5,000人の犠牲者のうち9割が焼死であったことからもわかるように、被害を大き
くしたのは同時多発的に発生した火災と、炎がもたらす火災旋風だった。第2回では当
時東京や横浜に甚大な被害をもたらした火災を中心に、「あの時その場所で何があっ
たのか」を振り返る。

関東大震災100年関連行事等調べ（報告）

（国の行政機関）

内閣府（防災担当）

行政機関名

総務省（消防庁）

https://www.fdma.go.jp/relocation/shinsai100/index.html
https://a.msip.securewg.jp/docview/viewer/docN9B63CAD964CF170ec4ae940d0cd836e535015039232f77d37b891892d4d74092a5e99a55b5d8
https://fdmc.fdma.go.jp/investigation/index.html
https://stage.bousai.go.jp/kantou100/index.html
https://stage.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r04/106/index.html
https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r05/107/index.html


内閣府（防災担当） 広報誌「ぼうさい」第108号 令和5年11月20日

約10万5,000人もの犠牲者を記録した震災から被災地である東京や横浜はどのように
復興したのか。そして関東大震災の教訓はその後のまちづくりにどのように生かされ
たのか。その流れを振り返り、現在の防災まちづくりの進展と課題も含めて整理。

広報誌「Blue Earth」にて特集 令和5年3月発行

大正時代に首都圏を襲ったマグニチュード（M）7.9の巨大地震による関東大震
災は、死者・行方不明者10万5,000人以上と、日本の自然災害史上、最多の犠牲
者を出した。首都圏を襲う次の大地震はいつ起きるのか。関東を襲う大地震・
津波についての理解と備えはどこまで進んでいるのか。

ウェブマガジン「Grasp」 令和5年9-10月

世界有数の地震多発国・日本。1923年9月1日に起きた「関東大震災」から100年
目となる今年、来るべき大震災から命を守るために、今私たちができること、
すべきことは何かを、専門家や被災経験者の方のインタビューを通して考え
る。

「関東大震災100年に関連した国総研の取組」特
設ページ

令和5年7月10日～
関東大震災100年関連して国総研が主催・参加する行事の情報と、地震対策に関
する国総研の取組を、当ページに集約して掲載。

関東大震災特設ページ 令和5年5月9日～

震災応急測図原図、関東震災地垂直変動図など、関東大震災による地殻変動や
被災状況を記した地図の閲覧や「関東大震災100年－国土地理院の防災・災害対
応と最新の取組－」をメインテーマにとする国土地理院報告会等を紹介。

関東大震災100年の取り組み 令和5年5月15日～

首都直下地震に切迫性が指摘されるなか、関東大震災100年にあたり、管内各地
で行う「連携・実践・わがこと化」の取り組み（シンポジウム、パネル展な
ど）の情報を掲載。

「関東大震災から100年」特設サイト 令和5年1月4日～

関東大震災を振り返るとともに、今後の地震に適切に備えていただくために必

要な防災知識等に関する情報を掲載。

文部科学省

国土交通省
※関東地方整備局

気象庁

国土交通省
※国土技術政策総合研究所

国土交通省

国土交通省
※国土地理院

https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r05/108/index.html
https://a.msip.securewg.jp/docview/viewer/docN1BF746F48200ce6a1826434ace7baff91f016761b45c7e8464b2fde752ecb6b4b95288b30a7b
https://www.magazine.mlit.go.jp/
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/shinsai100/index.html
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/shinsai100/index.html
https://www.gsi.go.jp/kohokocho/kohokocho45115.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/index.html


特設サイト「関東地震から100年」～あの日を忘
れずに、その日に備える～（横浜地方気象台）

令和5年1月4日～

特設サイト開設。

「関東大震災から100年」こども向けサイト（東
京管区気象台）

令和5年5月30日～

100年前に起きた関東大震災がどんな地震だったのか、それによってどんなこと
が関東に起きたのかを、こどもが学べるサイト。地震が起きたらどうすればよ
いかも紹介している。

気象業務はいま2023 令和5年6月

気象業務の全体像について広く知っていただくことを目的として毎年刊行して
いる「気象業務はいま」において、関東大震災から100年を迎えることから、
「気象庁における巨大地震対策」について紹介。

以上

気象庁

https://www.data.jma.go.jp/yokohama/since1923/100th_event.html
https://www.data.jma.go.jp/yokohama/since1923/100th_event.html
https://www.data.jma.go.jp/tokyo/shosai/jikazan/shinsai100/kanto.html
https://www.data.jma.go.jp/tokyo/shosai/jikazan/shinsai100/kanto.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2023/index.html


令和5年11月30日現在

【事業等】

１．実施済み及び実施中

事業名 実施時期 概要

「災害への備え」コラボレーション事業 令和5年4月28日～

・内閣府と民間企業等がコラボレーションすることにより、平素の事業活動を

通じた広汎な普及啓発を行い、国民・家庭・事業所のレベルでの防災意識を高

め、日常生活における「災害への備え」を促進。

・令和5年9月4日までに賛同申請をし、手続が完了した企業・団体を紹介。

・「ぼうさいこくたい」に出展し、賛同企業と「災害への備え」に関するパネ

ルディスカッションを実施。

以上

内閣府（防災担当）

関東大震災100年関連行事等調べ（報告）
（国の行政機関）

行政機関名

https://www.bousai.go.jp/pdf/230728_saigai_sonae.pdf

	国行政機関_231130 (行事)
	国行政機関_231130 (広報誌)
	国行政機関_231130 (事業)

